
自分の生まれた年の干
え と

支を知らない人がいないほど、日本人にとってなじみの深い「十二支」。元々は古代中国で木星の位置を天球上に12分割したものとされていますが、年を表すだけでなく、月や時刻、方位にも使われるようになりました。そして今年は亥年。「亥」は十二支の最後に位するもので、方位は北から西へ30度、時刻は今の午後10時（または午後９時から11時の間）とされており、和名では猪
いのしし

の名前があてられています。

今年は亥
い

年
どし

氏　名 党派等

石﨑　勝三 無所属（前）

石田　安夫 公明党（前）

石松　俊雄 社会民主党（前）

市村　博之 無所属（前）

上野　　登 無所属（前）

海老澤勝男 無所属（前）

蛯澤　幸一 無所属（前）

海老澤　勝 無所属（前）

大關　久義 無所属（前）

小薗江一三 無所属（前）

氏　名 党派等

野口　　圓 公明党（前）

野原　義昭 無所属（前）

萩原　瑞子 無所属（前）

畑岡　　進 無所属（前）

藤枝　　浩 無所属（前）

町田　征久 無所属（前）

村上　典男 無所属（新）

横倉　きん 日本共産党（前）

《十二支のいわれ》
昔、お釈迦様が動物たちと人間が仲良く住めるようにと考えられて、動物たちに「正月元

日に私のところへ年始に来るように」と命じました。お釈迦様は「動物たちが年始に来た順

に、それぞれの年を代表させて人間の生まれ年にしてやろう。そうすればこれから先もきっ

と仲良くできるだろう」と思っていました。うっかり年始に行く日を聞きそこなった猫はね

ずみに聞きました。「お釈迦様のところへ年始に行くのはいつだっけ？」。「２日に来いと言っ

たよ」とうそを言ったので、猫は年始に間に合いませんでした。牛は自分がのろまだからと、

１日早く出掛けました。ねずみは牛の背中に飛び乗って荷物の中に隠れ、お釈迦様の屋敷ま

で行って門が開くのを待ちました。門が開きました。牛は誰も周りにいないので、自分が一

番だと思って中に入りました。とたんに牛の背中からぴょんと飛び降りたねずみは、牛より

先にお釈迦様の前へ行って新年のあいさつをしてしまいました。ついで牛、虎、兎、竜、蛇、

馬、羊、猿、鶏、犬、猪の順にあいさつをしたので、それが子（ね）年、丑（うし）年、寅（とら）

年、卯（う）年、辰（たつ）年･･･というように十二支の順序となりました。だまされて十二支

の仲間入りができなかった猫は、ねずみを見ると追い回し喰い殺すようになりました。

岩間の伝え話から

―笠間市議会議員一般選挙―
平成18年1�月�4日執行　　投票者数　43,779人　　投票率　66.77％ 

員 決が ま人 り ま し28員議新 た決が ま人 り ま し28員議新 た

氏　名 党派等

小磯　節子 無所属（新）

柴沼　　廣 無所属（前）

杉山　一秀 無所属（前）

鈴木　貞夫 日本共産党（前）

鈴木　裕士 無所属（前）

須藤　勝雄 無所属（前）

竹江　　浩 無所属（前）

常井　好美 無所属（前）

中澤　　猛 無所属（前）

西山　　猛 無所属（前）
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